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１
　
法
案
提
出

二
〇
〇
一
年
五
月
二
四
日
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ペ
ー
パ
ー
（
以
下
、
Ｃ
Ｐ
）
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
謳
っ
た
法
案
「
短
期
社
債
等
の

振
替
に
関
す
る
法
律
案
」
が
提
出
さ
れ
、
六
月
二
〇
日
、
衆
参
両
議
院
で
の
審
議
が
終
了
、
可
決
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
は
、
二
〇
〇

一
年
六
月
二
七
日
に
公
布
さ
れ
た
。
施
行
は
、
二
〇
〇
二
年
四
月
一
日
で
あ
る
。

法
案
提
出
前
の
今
年
四
月
六
日
に
経
済
対
策
閣
僚
会
議
か
ら
発
表
さ
れ
た
緊
急
経
済
対
策
に
は
、「
証
券
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
や

決
済
期
間
の
短
縮
等
を
図
る
た
め
、
社
債
、
Ｃ
Ｐ
、
国
債
等
に
つ
い
て
振
替
制
度
を
創
設
す
る
等
、
所
要
の
法
整
備
を
図
る
」
こ
と

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
た
び
通
過
し
た
法
案
に
は
、
国
債
、
社
債
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
こ

れ
ら
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
は
ひ
と
ま
ず
見
送
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
期
待
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
、
国
債
や
債
券
を
含
む

横
断
的
な
振
替
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の
法
整
備
は
で
き
な
か
っ
た
。
と
は
い
う
も
の
の
、
例
え
Ｃ
Ｐ
の
み
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

わ
が
国
の
証
券
で
、
初
め
て
本
格
的
な
不
発
行
化
に
よ
る
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
が
実
現
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
や
は
り
評
価
す
べ
き
こ

と
で
あ
ろ
う
。

Ｃ
Ｐ
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
よ
っ
て
、
決
済
に
か
か
る
時
間
は
格
段
に
短
縮
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。
短
縮
化
が
進
み
Ｃ
Ｐ
の
当
日

Ｃ
Ｐ
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
（
１
）

〜
日
本
初
の
不
発
行
化
（d

e
m
a
te
ria
liza
tio
n

）
〜福

本
　
　
葵



決
済
が
実
現
さ
れ
る
と
、
短
期
金
融
商
品
と
し
て
の
Ｃ
Ｐ
の
利
便
性
は
当
座
預
金
に
も
匹
敵
し
、
当
座
預
金
に
補
完
的
、
ま
た
は
代

替
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
資
金
不
足
の
企
業
に
と
っ
て
は
、
Ｃ
Ｐ
を
発
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
座
貸
越
に
代

替
す
る
機
動
的
な
資
金
が
得
ら
れ
る
。
一
方
、
資
金
余
剰
の
企
業
に
と
っ
て
、
そ
れ
ま
で
流
動
性
確
保
の
た
め
に
、
当
座
預
金
に
無

利
子
で
プ
ー
ル
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
余
剰
資
金
を
Ｃ
Ｐ
へ
の
投
資
に
振
り
替
え
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

Ｃ
Ｐ
決
済
期
間
の
短
縮
は
、
Ｃ
Ｐ
に
利
便
性
を
も
た
ら
し
、
延
い
て
は
、
Ｃ
Ｐ
市
場
の
発
展
に
も
結
び
つ
く
も
の
で
あ
る
。

現
在
、
日
本
に
お
い
て
も
、
決
済
機
関
や
決
済
制
度
の
統
一
化
、
証
券
の
不
発
行
化
等
、
決
済
制
度
改
革
の
議
論
が
盛
ん
で
あ
る

が
、
こ
の
法
案
が
通
過
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｃ
Ｐ
の
不
発
行
化
が
他
の
証
券
よ
り
も
先
行
し
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ

の
た
び
は
社
債
の
決
済
制
度
改
革
ま
で
は
到
ら
な
か
っ
た
が
、
社
債
の
決
済
制
度
は
多
く
の
問
題
を
包
含
し
て
お
り
、
早
急
な
改
革

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
押
し
進
め
る
上
で
、
先
行
し
て
い
る
Ｃ
Ｐ
の
決
済
制
度
改
革
が
及
ぼ
す
影
響
は
大
き
い
。

本
稿
で
は
、
こ
の
た
び
の
法
案
で
は
じ
め
て
本
格
的
に
実
現
し
た
証
券
の
不
発
行
化
と
は
何
か
、
ま
た
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
あ

た
り
、
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
Ｃ
Ｐ
の
法
的
性
質
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
直
し
た
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
ま
た
次
号
で
は
、
現
在

の
Ｃ
Ｐ
市
場
の
仕
組
み
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
、
Ｃ
Ｐ
決
済
制
度
に
は
、
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
っ
た
か
、
そ
れ
が
法
律
の

施
行
後
、
ど
の
よ
う
に
改
善
さ
れ
る
か
、
最
後
に
日
本
の
証
券
決
済
制
度
に
残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

２
　
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
形
態

Ｃ
Ｐ
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
考
え
る
前
に
、
そ
も
そ
も
証
券
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
と
は
何
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
証
券
の

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
は
、
証
券
の
不
動
化
（im

m
obilization

）
と
証
券
の
不
発
行
化
（dem

aterialization

）
と
が
あ
る
。
不
動
化

と
は
、
一
旦
発
行
し
た
証
券
を
物
理
的
に
動
か
す
こ
と
な
く
、
移
転
さ
せ
る
制
度
で
あ
り
、
後
者
の
不
発
行
化
と
は
そ
も
そ
も
証
券
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の
発
行
を
行
わ
な
い
制
度
で
あ
る
。
現
行
の
日
本
の
株
券
等
の
保
管
振
替
制
度
は
、
証
券
の
発
行
を
前
提
と
し
て
い
る
も
の
で
、
不

動
化
と
い
え
る
。
保
管
振
替
制
度
で
は
、
一
旦
発
行
さ
れ
た
証
券
を
保
管
振
替
機
関
に
預
託
し
、
保
管
振
替
機
関
が
管
理
す
る
帳
簿

上
の
振
替
に
よ
っ
て
証
券
の
移
転
に
代
え
る
。
こ
こ
で
は
物
理
的
な
券
面
の
移
動
は
な
く
、
移
転
に
伴
う
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
保
管
振
替
制
度
は
物
理
的
な
券
面
を
不
動
化
さ
せ
る
典
型
的
な
例
で
あ
る
。

証
券
の
大
券
化
や
不
所
持
制
度
も
不
動
化
に
含
ま
れ
る
。
ま
ず
、
大
券
化
で
あ
る
が
、
現
在
、
日
本
に
お
け
る
証
券
の
多
く
は
流

通
単
位
を
一
〇
〇
〇
株
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
株
券
を
一
万
株
券
や
一
〇
万
株
券
と
い
っ
た
大
券
に
統
合
す
る
こ
と
を
大
券
化

と
い
う
。
保
管
振
替
制
度
の
中
で
も
大
券
化
は
行
わ
れ
て
い
る
。
保
管
振
替
機
構
で
は
、
投
資
家
か
ら
株
式
の
預
託
を
受
け
る
と
そ

れ
を
保
管
振
替
機
構
名
義
に
名
義
書
換
を
す
る
。
そ
し
て
、
預
託
を
受
け
た
一
〇
〇
〇
株
券
を
大
券
化
し
て
保
管
し
て
い
る
（
１
）。

大
券
化
の
代
表
的
な
例
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
Ｂ
Ｅ
Ｏ
（B

ook
entry

only

）
債
が
あ
る
。
こ
れ
は
発
行
の
総
量
に

あ
た
る
証
券
が
一
枚
の
み
発
行
さ
れ
る
。
個
々
の
投
資
家
は
そ
の
う
ち
の
持
分
権
を
有
し
て
い
る
が
、
持
分
の
券
面
発
行
請
求
権
は

認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
個
々
の
投
資
家
は
、
債
券
を
券
面
で
持
つ
こ
と
は
で
き
ず
、
全
て
が
帳
簿
上
で
所
有
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。

株
券
の
不
所
持
制
度
と
は
、
株
主
が
株
券
の
所
持
を
欲
し
な
い
場
合
に
利
用
さ
れ
る
制
度
で
あ
る
。
不
所
持
制
度
を
利
用
し
た
い

株
主
は
、
そ
の
旨
を
会
社
に
申
し
出
る
。
既
に
発
行
さ
れ
た
株
券
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
株
券
を
会
社
に
提
出
す
る
。
こ
の
よ
う
な

請
求
を
受
け
た
場
合
、
発
行
会
社
は
株
券
を
発
行
し
な
い
旨
を
株
主
名
簿
に
記
載
す
る
か
、
株
券
を
銀
行
か
信
託
会
社
に
寄
託
し
、

か
つ
そ
の
記
載
ま
た
は
寄
託
を
し
た
こ
と
を
株
主
に
通
知
す
る
。
会
社
が
こ
の
よ
う
な
記
載
を
し
た
と
き
は
、
株
式
の
発
行
が
で
き

な
い
。
会
社
に
提
出
さ
れ
た
株
券
は
無
効
と
な
る
（
商
法
二
二
六
条
ノ
二
）。
証
券
の
大
券
化
、
不
所
持
化
は
と
も
に
、
証
券
の
発

行
を
前
提
と
し
て
い
る
。
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ま
た
、
こ
れ
ら
の
ほ
か
の
不
動
化
に
登
録
制
度
が
あ
る
。
国
債
や
社
債
の
登
録
制
度
で
は
、
一
旦
証
券
が
発
行
さ
れ
る
が
、
証
券

を
登
録
す
る
と
、
そ
の
券
面
は
効
力
を
失
う
。
登
録
制
度
に
お
い
て
も
証
券
の
存
在
を
前
提
と
し
て
い
る
が
、
投
資
家
が
発
行
の
段

階
か
ら
登
録
制
度
を
利
用
す
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
と
き
は
発
行
そ
の
も
の
が
な
さ
れ
な
い
（
社
債
登
録
法
第
四
条
第
一
項
）。

こ
の
よ
う
に
証
券
の
不
動
化
は
一
旦
発
行
さ
れ
た
証
券
を
不
動
化
す
る
こ
と
で
あ
り
、
現
在
の
保
管
振
替
制
度
や
大
券
化
、
不
所

持
化
な
ど
が
そ
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
で
は
、
証
券
の
不
発
行
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
回
の
Ｃ
Ｐ
の
ペ
ー
パ

ー
レ
ス
化
は
日
本
で
は
じ
め
て
本
格
的
な
不
発
行
化
を
法
制
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
次
号
で
述
べ
る
よ
う
に
、
い
く
つ
か
の
条
件
を

満
た
し
て
、
Ｃ
Ｐ
（
短
期
社
債
）
と
認
め
ら
れ
る
と
証
券
の
発
行
そ
の
も
の
が
な
さ
れ
な
い
（
短
期
社
債
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律

第
四
五
条
第
一
項
）
（
２
）。

フ
ラ
ン
ス
は
一
九
八
四
年
よ
り
、
全
面
的
な
証
券
不
発
行
化
を
実
施
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
預
託
機

関
で
あ
る
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｍ
の
口
座
の
記
帳
、
振
替
が
証
券
の
発
行
、
移
転
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
他
、
ア
メ
リ
カ
は
国
債
に
つ
い

て
不
発
行
化
を
行
っ
て
い
る
。

３
　
日
本
の
Ｃ
Ｐ
市
場
開
設

次
に
、
こ
の
た
び
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
法
案
が
通
過
し
た
Ｃ
Ｐ
と
は
何
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
Ｃ
Ｐ
と
は
、
事
業
法
人
等
が

短
期
の
資
金
を
調
達
す
る
た
め
に
発
行
す
る
一
定
の
期
限
を
持
っ
た
無
担
保
の
約
束
手
形
で
あ
る
。
Ｃ
Ｐ
は
一
八
世
紀
、
ア
メ
リ
カ

で
誕
生
し
、
当
時
の
未
熟
な
銀
行
制
度
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
発
達
し
た
と
い
わ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
以
外
で
は
、
カ
ナ
ダ
、
ユ
ー

ロ
市
場
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
で
発
行
さ
れ
て
い
る
。

日
本
国
内
の
Ｃ
Ｐ
市
場
が
開
設
さ
れ
る
以
前
の
一
九
七
〇
年
代
初
め
か
ら
、
日
本
企
業
、
特
に
大
手
総
合
商
社
の
中
に
、
ア
メ
リ

カ
の
現
地
法
人
に
よ
っ
て
銀
行
保
証
付
き
の
Ｃ
Ｐ
を
発
行
す
る
も
の
が
見
ら
れ
た
。
総
合
商
社
が
Ｃ
Ｐ
の
発
行
に
熱
心
で
あ
っ
た
の
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は
、
物
流
に
と
も
な
う
短
期
の
資
金
が
必
要
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
後
、
こ
れ
ら
の
現
地
法
人
の
中
に
は
、
高
格
付
け
を
取
得

し
、
銀
行
や
親
会
社
の
保
証
の
付
か
な
い
Ｃ
Ｐ
を
発
行
す
る
も
の
も
現
れ
た
。
昭
和
五
九
年
四
月
に
は
、
海
外
で
発
行
さ
れ
た
Ｃ
Ｐ

の
国
内
で
の
売
買
が
自
由
化
さ
れ
る
に
到
る
。
そ
こ
で
、
海
外
で
Ｃ
Ｐ
を
発
行
し
て
い
た
総
合
商
社
を
中
心
に
産
業
界
で
は
、
国
内

の
Ｃ
Ｐ
市
場
の
開
設
を
求
め
る
要
請
が
上
が
っ
た
。
当
時
日
本
の
短
期
金
融
市
場
で
は
、
機
動
的
で
安
価
な
資
金
調
達
が
難
し
か
っ

た
。
昭
和
五
七
年
四
月
、
産
業
構
造
審
議
会
産
業
金
融
問
題
小
委
員
会
は
、「
今
後
の
望
ま
し
い
産
業
金
融
の
あ
り
方
」
と
題
し
た

報
告
書
を
発
表
し
た
。
こ
こ
で
は
Ｃ
Ｐ
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
実
質
的
資
金
調
達
コ
ス
ト
の
低
減
、
機
動
的
、
弾
力
的
な
資
金
調
達

手
段
の
整
備
、
間
接
金
融
の
効
率
化
の
促
進
、
投
資
家
に
と
っ
て
も
運
用
対
象
を
多
様
化
す
る
な
ど
を
あ
げ
る
一
方
で
、
Ｃ
Ｐ
導
入

は
わ
が
国
金
融
秩
序
の
根
幹
に
触
れ
る
問
題
な
の
で
、
一
層
の
検
討
を
期
待
す
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
経
済
団
体
連
合
会
は
、
六
一
年
二
月
、
資
本
対
策
部
会
を
設
置
し
、
Ｃ
Ｐ
創
設
を
要
望
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
Ｃ
Ｐ
市

場
開
設
を
求
め
る
声
が
高
ま
る
中
、
大
蔵
省
は
、
銀
行
局
と
証
券
局
と
共
同
で
Ｃ
Ｐ
導
入
に
つ
い
て
検
討
を
開
始
し
て
い
る
。
六
二

年
四
月
、
大
蔵
省
は
骨
子
案
を
学
識
経
験
者
で
構
成
さ
れ
る
Ｃ
Ｐ
懇
談
会
に
提
出
し
、
Ｃ
Ｐ
懇
談
会
は
産
業
界
の
意
見
を
踏
ま
え
て

五
月
二
〇
日
、
Ｃ
Ｐ
導
入
案
を
証
券
取
引
審
議
会
お
よ
び
金
融
制
度
調
査
会
に
提
出
し
た
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、
日
本
の
Ｃ

Ｐ
市
場
は
、
一
九
八
七
年
一
一
月
二
日
に
開
設
さ
れ
た
。

４
　
Ｃ
Ｐ
発
行
の
規
制
緩
和

日
本
に
お
け
る
Ｃ
Ｐ
市
場
が
開
設
さ
れ
た
一
九
八
七
年
当
時
、
発
行
者
に
は
数
値
基
準
や
格
付
基
準
な
ど
の
適
格
基
準
が
課
さ
れ

て
い
た
。
こ
の
た
め
、
Ｃ
Ｐ
を
発
行
で
き
る
も
の
は
、
優
良
事
業
会
社
お
よ
び
証
券
会
社
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
基
準
は
順
次
緩
和

さ
れ
、
一
九
九
八
年
の
規
制
緩
和
に
よ
っ
て
現
在
は
取
り
除
か
れ
て
い
る
。
Ｃ
Ｐ
市
場
開
設
当
時
課
さ
れ
て
い
た
数
値
基
準
と
は
、
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純
資
産
額
を
三
千
億
以
上
、
一
一
〇
〇
億
以
上
、
五
五
〇
億
以
上
の
三
段
階
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
自
己
資
本
比
率
や
純

資
産
倍
率
、
一
株
当
り
配
当
金
等
の
五
つ
の
項
目
に
つ
い
て
数
量
的
な
基
準
を
設
け
、
段
階
ご
と
に
一
定
数
の
項
目
の
条
件
を
満
た

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
当
所
の
格
付
基
準
と
は
、
Ａ
Ａ
格
格
付
以
上
の
企
業
、
ま
た
は
純
資
産
額

が
五
五
〇
億
円
以
上
で
Ａ
格
以
上
の
格
付
を
取
得
し
て
い
る
企
業
で
な
け
れ
ば
Ｃ
Ｐ
を
発
行
で
き
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ

れ
ら
の
基
準
は
、
段
階
を
経
て
徐
々
に
規
制
緩
和
さ
れ
て
き
た
。
Ｃ
Ｐ
市
場
が
開
設
さ
れ
た
翌
年
の
一
九
八
八
年
よ
り
既
に
、
大
蔵

省
は
Ｃ
Ｐ
発
行
適
格
企
業
の
拡
大
を
行
う
こ
と
を
発
表
し
、
Ｃ
Ｐ
を
発
行
で
き
る
企
業
は
一
九
九
〇
年
の
証
券
会
社
解
禁
か
ら
ノ
ン

バ
ン
ク
、
保
険
会
社
と
広
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
九
一
年
四
月
よ
り
順
次
、
Ｃ
Ｐ
発
行
の
適
格
基
準
は
緩
和
さ
れ
て
お
り
、
一

九
九
八
年
に
は
、
完
全
に
撤
廃
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
元
々
こ
の
よ
う
な
適
格
基
準
が
な
か
っ
た
が
、
格
付
け
の
制
度
が

定
着
し
て
い
な
い
日
本
に
お
い
て
Ｃ
Ｐ
導
入
す
る
際
に
必
要
と
さ
れ
た
。
適
格
基
準
は
撤
廃
さ
れ
た
が
、
Ｃ
Ｐ
発
行
の
た
め
に
格
付

け
を
取
る
こ
と
は
、
現
在
も
実
質
的
に
必
須
で
あ
る
。

適
格
基
準
以
外
に
も
Ｃ
Ｐ
市
場
開
設
当
時
、
Ｃ
Ｐ
の
期
間
は
一
ヶ
月
以
上
六
ヶ
月
以
内
と
な
っ
て
お
り
、
額
面
に
つ
い
て
も
一
億

円
以
上
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
制
限
に
つ
い
て
も
一
九
九
八
年
の
大
蔵
省
の
通
達
廃
止
に
よ
っ
て
撤
廃
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
Ｃ
Ｐ
は
、
一
九
九
三
年
の
証
券
取
引
法
改
正
で
、
有
価
証
券
の
一
種
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
有
価
証
券
が
何
か
を
定
義
す

る
証
券
取
引
法
第
二
条
八
号
が
定
め
ら
れ
た
。
証
券
取
引
法
第
二
条
八
号
は
一
定
の
要
件
を
満
た
す
有
価
証
券
の
う
ち
定
義
省
令
一

条
で
定
め
る
も
の
は
有
価
証
券
と
す
る
と
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
Ｃ
Ｐ
を
念
頭
に
置
い
た
規
定
で
あ
る
。

（34）



５
　
Ｃ
Ｐ
の
法
的
性
質

（
１
）
社
債
か
約
束
手
形
か

前
述
の
よ
う
に
、
現
在
の
Ｃ
Ｐ
は
、
法
的
に
は
、
約
束
手
形
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
短
期
社
債
等
の
振
替
に

関
す
る
法
律
で
は
、
短
期
社
債
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
Ｃ
Ｐ
の
法
的
性
格
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
に
つ
い
て

は
、
一
九
八
七
年
、
日
本
に
お
い
て
Ｃ
Ｐ
市
場
を
開
設
す
る
際
に
も
議
論
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
国
内
Ｃ
Ｐ
開
設
当

時
ど
の
よ
う
な
議
論
が
な
さ
れ
た
か
概
観
す
る
。

Ｃ
Ｐ
の
法
的
性
格
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
の
選
択
肢
は
、
三
つ
あ
っ
た
。
一
つ
は
約
束
手
形
と
す
る
こ
と
。
二
つ
目
は
、
社
債

と
す
る
こ
と
、
三
つ
目
は
約
束
手
形
で
も
社
債
で
も
な
い
新
た
な
も
の
と
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

国
内
Ｃ
Ｐ
市
場
の
開
設
の
議
論
が
盛
ん
で
あ
っ
た
当
時
、
既
に
一
部
の
企
業
は
海
外
の
Ｃ
Ｐ
市
場
を
利
用
し
て
、
Ｃ
Ｐ
を
発
行
し

て
い
た
。
更
に
、
海
外
で
発
行
さ
れ
た
Ｃ
Ｐ
が
日
本
の
投
資
家
に
よ
っ
て
売
買
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
現
状
が
先
行
す
る
中
で
、

国
内
Ｃ
Ｐ
市
場
の
早
期
の
開
設
が
発
行
サ
イ
ド
か
ら
切
望
さ
れ
て
い
た
。
約
束
手
形
で
も
な
い
社
債
で
も
な
い
も
の
と
す
る
た
め
に

は
、
新
た
に
法
律
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
新
た
な
法
律
が
で
き
あ
が
る
の
を
待
っ
て
、
Ｃ
Ｐ
市
場
を
開
設
す
る
こ
と
は
、
時

間
的
に
難
し
か
っ
た
。
Ｃ
Ｐ
市
場
の
早
期
開
設
の
た
め
に
は
、
Ｃ
Ｐ
を
当
時
の
法
律
の
枠
組
み
の
中
で
捉
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ

こ
で
、
約
束
手
形
と
し
て
捉
え
る
か
、
社
債
と
し
て
捉
え
る
か
の
二
者
択
一
と
な
っ
た
。

（
２
）
社
債
と
捉
え
る
場
合
の
問
題
点

社
債
と
捉
え
る
場
合
に
は
、
商
法
や
証
券
取
引
法
上
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
が
あ
っ
た
。
商
法
上
の
問
題
と
し
て
は
、
Ｃ
Ｐ
を
社

債
と
し
て
構
成
す
る
と
、
発
行
の
都
度
取
締
役
会
決
議
が
必
要
で
あ
り
（
商
法
二
九
六
条
）、
機
動
的
に
発
行
で
き
な
い
こ
と
に
な
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る
。
ま
た
、
社
債
に
は
申
込
証
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
り
（
商
法
三
〇
一
条
）、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
Ｃ
Ｐ
発
行
の
機
動
性
に
支
障
が

き
た
さ
れ
る
。
更
に
、
一
九
九
三
年
の
商
法
改
正
で
完
全
に
撤
廃
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
の
商
法
に
は
、
社
債
の
発
行
限
度
が
規
定

さ
れ
て
い
た
（
旧
商
法
二
九
七
条
）
（
３
）。

証
券
取
引
法
に
関
し
て
は
、
社
債
は
、
発
行
の
度
に
有
価
証
券
届
出
書
の
提
出
が
必
要
で
あ

り
（
旧
証
券
取
引
法
三
条
、
現
証
券
取
引
法
五
条
）、
提
出
後
は
三
〇
日
を
経
過
し
な
け
れ
ば
募
集
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

（
旧
証
券
取
引
法
八
条
、
現
証
券
取
引
法
八
条
で
は
、
一
五
日
に
変
更
）、
銀
行
な
ど
が
取
扱
う
際
に
、
私
募
形
式
の
斡
旋
に
限
ら
れ

る
こ
と
な
ど
（
証
券
取
引
法
六
五
条
）
の
不
都
合
が
あ
っ
た
。

（
３
）
約
束
手
形
と
し
て
捉
え
る
場
合

そ
こ
で
、
Ｃ
Ｐ
は
約
束
手
形
と
し
て
構
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
約
束
手
形
と
捉
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ

か
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
ま
ず
、
約
束
手
形
は
相
対
取
引
を
前
提
と
し
て
振
り
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
Ｃ
Ｐ
の
よ
う
に

不
特
定
多
数
の
投
資
家
の
存
在
を
予
定
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
Ｃ
Ｐ
の
大
量
発
行
は
商
法
二
六
〇
条
に
規
定
す
る
「
多
額

の
借
財
」
に
該
当
し
、
こ
れ
に
は
取
締
役
会
の
決
議
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
、
大
量
の
投
資
家

に
向
け
て
発
行
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
社
債
に
は
、
発
行
の
た
め
に
必
要
な
書
類
を
徴
求
し
て
い
る
。
社
債
に
類
似
の
証

券
を
約
束
手
形
と
し
て
構
成
す
る
こ
と
は
、
社
債
に
関
す
る
法
規
制
の
逸
脱
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
す
る
問
題
も
あ
っ
た
。
更
に
、

開
設
当
時
の
批
判
に
は
、
Ｃ
Ｐ
は
融
通
手
形
で
あ
る
の
で
、
危
険
で
あ
り
、
簡
単
に
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
批
判
に
対
し
て
、
様
々
な
対
抗
策
を
講
じ
て
、
Ｃ
Ｐ
を
約
束
手
形
と
構
成
し
て
発
行
す
る
こ
と
に
漕
ぎ
つ
け
て
い
る
。

大
量
発
行
の
度
に
、
多
額
の
借
財
と
し
て
取
締
役
会
の
決
議
を
必
要
と
し
な
い
よ
う
に
、
予
め
Ｃ
Ｐ
の
発
行
金
額
の
枠
を
取
締
役
会

で
決
議
す
る
と
い
う
方
法
を
認
め
た
。
ま
た
、
社
債
と
の
性
格
の
違
い
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
Ｃ
Ｐ
の
最
長
期
間
を
六
ヶ
月
と
し
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た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
長
期
の
資
金
調
達
手
段
で
あ
る
社
債
と
峻
別
さ
れ
、
Ｃ
Ｐ
は
短
期
の
資
金
調
達
と
い
う
性
格
が
明
確
に
な
っ

た
。
制
度
発
足
当
時
あ
っ
た
Ｃ
Ｐ
の
最
長
期
間
を
六
ヶ
月
と
す
る
制
限
お
よ
び
発
行
単
位
に
対
す
る
制
限
制
限
に
つ
い
て
は
、
一
九

九
八
年
六
月
、
こ
れ
を
定
め
て
い
た
大
蔵
通
達
が
廃
止
さ
れ
た
。

Ｃ
Ｐ
は
商
取
引
の
裏
付
け
を
伴
わ
な
い
融
通
手
形
で
あ
り
危
険
で
あ
る
の
で
、
簡
単
に
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
批
判
に
対
し
て

は
、
Ｃ
Ｐ
の
発
行
者
に
一
定
の
基
準
を
設
け
、
優
良
事
業
会
社
で
な
い
と
発
行
で
き
な
い
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
危
険
を
回
避
し

た
。６

　
少
括

今
年
の
通
常
国
会
に
提
出
さ
れ
た
「
短
期
社
債
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
案
」
が
両
議
院
を
通
過
し
、
法
律
は
二
〇
〇
二
年
四
月

一
日
よ
り
施
行
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
日
本
の
Ｃ
Ｐ
は
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
証
券
の
移
転
の
段
階
に
お
い

て
の
み
の
不
動
化
（im

m
obilization

）
で
は
な
く
、
発
行
そ
の
も
の
を
行
わ
な
い
不
発
行
化
（dem

aterialization

）
が
日
本
で
初

め
て
本
格
的
に
行
わ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。
ま
た
、
今
回
の
法
案
で
、
Ｃ
Ｐ
は
短
期
社
債
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
に
変
更
に
な
っ

た
が
、
そ
れ
ま
で
は
約
束
手
形
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
本
稿
で
は
、
日
本
に
お
け
る
Ｃ
Ｐ
市
場
の
歴
史
を
概
観
し
、
導
入
か
ら

今
ま
で
Ｃ
Ｐ
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
か
、
ま
た
導
入
当
初
、
な
ぜ
約
束
手
形
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
か
に
つ
い

て
考
察
し
た
。

次
号
で
は
現
行
の
Ｃ
Ｐ
の
発
行
、
流
通
、
決
済
を
説
明
し
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
問
題
を
抱
え
て
い
た
か
、
こ
の
た
び
の
法
案

成
立
に
よ
っ
て
制
度
は
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
に
つ
い
て
見
て
行
く
こ
と
と
す
る
。
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注
（
１
）

預
託
し
た
投
資
家
は
自
己
の
持
分
に
つ
い
て
株
券
の
交
付
を
請
求
す
る
権
利
を
持
っ
て
い
る
（
株
券
等
の
保
管
及
び
振
替
に
関
す
る
法
律

第
二
八
条
第
一
項
）。
株
券
交
付
請
求
権
に
機
動
的
に
対
処
す
る
た
め
、
い
く
ら
か
は
一
〇
〇
〇
株
券
の
ま
ま
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
２
）

「
短
期
社
債
に
つ
い
て
は
、
社
債
券
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。」

（
３
）

①
　
旧
商
法
二
九
七
条
社
債
は
資
本
お
よ
び
準
備
金
の
総
額
を
超
え
て
こ
れ
を
募
集
す
る
こ
と
を
得
ず

②
　
最
終
の
貸
借
対
照
表
に
よ
り
会
社
に
現
存
す
る
純
資
産
額
が
資
本
お
よ
び
準
備
金
の
総
額
に
満
た
ざ
る
と
き
は
社
債
は
そ
の
資
産
額

を
超
え
て
こ
れ
を
募
集
す
る
こ
と
を
得
ず

③
　
旧
社
債
償
還
の
た
め
に
す
る
社
債
の
募
集
に
つ
い
て
は
、
そ
の
旧
社
債
の
額
は
社
債
の
総
額
中
に
こ
れ
を
算
入
せ
ず
、
こ
の
場
合
に

お
い
て
は
、
払
込
期
日
、
も
し
数
回
に
分
か
ち
て
払
込
を
な
さ
し
む
る
と
き
は
、
第
一
回
払
込
の
期
日
よ
り
六
月
内
に
旧
社
債
を
償

還
す
る
こ
と
を
要
す

社
債
の
限
度
額
は
九
〇
年
代
に
規
制
緩
和
が
行
わ
れ
、
一
九
九
三
年
の
商
法
改
正
に
お
い
て
、
社
債
の
発
行
限
度
額
規
制
は
完
全
に
撤
廃

さ
れ
た
。
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